
秋が深まり、日が短くなってきました。それに伴い、帰宅時間を知らせる『夕焼け

小焼け』の音楽が、今月から午後４時３０分に放送されます。日暮れの時間帯には、

交通死亡事故が多く発生しています。歩行者や自転車利用者は明るい服を着用した

り、反射材・ライトを活用し、自分の存在を周囲に知らせるようにしましょう。

青少年センターでは、普段の「下校見守りパトロール」に引き続き、午後６時くらいまで「夕刻パトロール」と

銘打って、クラブ・チーム帰りの子供達に早めの帰宅を呼びかける活動を１１月から１２月にかけて数回行い

ます。学校生活を終えた子供達が無事に帰宅できるように、家庭・学校・地域の皆さんの多くの目で温かく

見守っていただきたいと思います。

令和５年度子供・若者育成支援県民大会 １０月２１日（土）13:00～

「育てよう！支えよう！見守ろう！和歌山の青少年」をメインテーマにして

上記大会が日高川交流センターにおいて開催されました。知事感謝状・

表彰状贈呈等、知事メッセージ伝達式、少年メッセージ２０２３の発表後、

県立南部高等学校による実践発表がありました。

健全育成部門において、紀の川市からは、片山雅生様・藤田純子様・

阿部啓良様が知事感謝状を受賞されました。おめでとうございます。

令和５年１１月発行【№１７６】

育み学ぶ元気なまち～ともに育み生涯学ぼう～

『地域社会全体で青少年を見守り育てる』

紀の川市青少年補導委員会第３回役員会 １０月２４日（水)19:00～

市役所４階４０２号室において上記の役員会を開催しました。

合同研修会や夏季特別街頭補導についての検証を行い、冬季

情報交換会と長田観音特別街頭補導の実施について協議をしま

した。

冬季情報交換会は、下記の日程で実施することに決まりました。

各地区の補導委員さん地区の学校の先生方、出席をよろしくお願

いします。

紀の川市青少年センター
〒640-0412   紀の川市貴志川町上野山２５６

TEL 0736-64-9888 FAX 0736-64-9889 

令和５年度地域安全運動街頭啓発 １０月１７日（火）１６時～

１０月１７日（火）イオンタウン貴志川で街頭啓発を行いました。

この街頭啓発は、１０月１１日から２０日の１０日間実施された全国

地域安全運動に伴い、地域安全推進のために紀の川市生活安全・

暴力追放推進協議会が主催したものです。当日は、岩出警察署と

共に街頭犯罪防止啓発物品を配布し啓発を行いました。

粉河地区

12/8(金)

粉河ふるさとC

桃山地区

12/ 6(水)

桃山会館

打田地区

11/ 29(水)

打田生涯学習C

那賀地区

12/ 5(火)

那賀総合C

貴志川地区

11/30(木)

貴志川生涯学習C

冬季

情報交換会

19:00～



 

1

総　　　　　数 12 6 1 4 1 94

犯罪・触法
窃　　盗 2  ※備考

 件数については
 岩出警察署の補
 導件数を含んで
 います。

暴行・傷害 1

恐喝・他

3 1 55

そ の 他 2 2 6

25

怠　　学 2 2 4

男子 女子

不良行為

喫　　煙 3 2

深夜徘徊 5 1

1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和５年１０月分

10月5日(水)
15時30分頃

貴志川地区

岸宮地区を小学５年生女児が下校中。背後からバイクがついてきたの
で振り返ると「こっち」と声かけと合図をしてきた。不審な動きをしてきた
ので、児童は怖くなり走って帰宅した。バイクの前面が黒っぽい色で
足元に青いビニールシートが掛かっていた。ヘルメットは被ってなかっ
た。

右胸に虎のマークの黒い
ジャンパー、黒と茶色の短
髪でサングラスをかけて
た、中肉中背、４０歳くらい

行 為 別
種　別　人　数

学　　　　識　　　　別 ４月
からの
累計

小学生 中学生 高校生 有職無職 その他

種　　別 計 男子 女子 男子 女子 男子 女子 男子 女子

１０月の不審者情報は０件でした。また、今年度の4～10月に紀の川市内の学校から

の不審者情報は７件ありました。(10/2３現在)

種別は、声かけ６件・つきまとい１件で、今年度は大幅に減少してます。

紀北青少年センター連絡協議会 １０月定例会 １０月１２日(木)15:30～

橋本市教育文化会館において、上記の定例会が開催されました。

第１ブロック高等学校生徒指導研究協議会との合同研修会や県青少

年（補導・相談）センター長会議等の報告、令和６年度役員改選、令

和５年度予算の執行状況等を協議の後、橋本警察署坂口昌哉氏に

よる「薬物乱用」の状況等についての説明がありました。

【「薬物乱用」の状況についての概要】

・近年、薬物事犯全体での検挙数が横ばいの状況の中、大麻に関連

して検挙された人数が急増している。令和４年度、全国で大麻に関

連した検挙者数は５，３４２人（３年連続５，０００人超）で、３０歳未満の若年層を中心に検挙数が増加して

いる。

・和歌山県では、令和４年度の薬物事犯での検挙者数が１７４人（前年度６人増）のうち、大麻に関連した

検挙者数が８０人（１４人増加）であり、令和５年度も増加傾向である。大麻に関連して検挙された少年の

うちほとんどが有職・無職少年であるが、中学生も１名検挙されている。

・若者を中心に大麻に関連した検挙者数が増えていて、大麻使用の

きっかけや動機は、「誘われて」、「興味本位」が最も多い。また、イン

ターネットなどでは、「大麻は、タバコより害が少ない」、「依存性がな

い」などの誤った情報があふれ、SNSの中で「ハッパ」「野菜」などの

隠語が使われている場合がある。

・大麻の使用は心身に有害な上に、やめようと思ってもやめられなくな

る依存性があり、安易なきっかけや誤った情報がもとで大麻に手を出さないように、啓発・広報活動に力

を入れている。

最後に、橋本市青少年センターから活動状況の報告があり、小学校等で実施している「安全教室」の実

際を見せていただき有意義な研修でした。

≪補導統計≫ 紀の川市

≪不審者情報≫

お詫びと訂正 

紀の川市青少年センターだより１０月号の「令和５年度第１ブロック高等学校生徒指導研究協議会・紀

北青少年センター連絡協議会合同研修会」の紹介で講師先生の所属が岩出警察署防犯課狩野哲也氏とな

っていましたが、正しくは岩出警察署生活安全刑事課狩野哲也氏です。お詫びして訂正いたします。 


